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福島の現状と今後の課題
　福島の汚染状況ですが、セシウム１３７の半
減期は約 30 年だから 100 年たってもなくな
らない。いま日本は原子力緊急事態という宣言
下にあり、平時には１㍉シーベルト未満で生活
するという決まりですけど、50㍉にされてい
ます。実際問題は 20㍉シーベルトで扱う。だ
から 20㍉シーベルトのところに帰還させよう
となっていますね。その緊急事態宣言は 100
年たっても残ります。
　再臨界の話ですが、福島県が中性子線観測装
置を独自に設置する。廃炉作業によって再臨界
の危険があるということです。
　いまでも県外に 32,768 人もの人が避難をさ
れています。この人数は福島に住民票がある人
たちですね。この避難者をゼロにするために、
公営住宅に住んでいると家賃を二倍請求するぞ
ということまで起こっています。そのうえで住
民たちが帰っているのかというと、浪江町は避
難解除されましたけど、約 3000 軒が更

さら ち

地にな
るといわれています。
　子どもたちの小児甲状腺がんの資料、7月の
検討委員会で出された数字です。合計で 218
人の人たちがガンないし疑いで、１７４人が手
術を行った。しかも「甲状腺がん基金」の集計
でさらに１８人いることが分かった。あと県で
行っている甲状腺サポート事業でも大体３８人
ぐらい多いといわれていますから、実際数的に
は正確には難しいんですが、300 人近いがん
が見つかっていると言われています。
　なのに検討委員会が、甲状腺がんと被曝との
因果関係は認められないんだというふうに結論
した見解を県のほうに提出しています。で、そ
の理由としてはＵＮＳＣＡＲＥ（原子放射線の
影響に関する国連科学委員会）による解析では、
市町村ごとに被曝線量に差がないからだとして
いるんですね。ところが検討委員会が出した資
料をみると、「13市町村」といわれる避難指示
地域と「中通り」と「浜通り」、「会津地方」の

4つの地域の小児甲状腺がん
の発生率が、10万人に対して、
13市町村の発生率は21.4人、中通りは13.4人、
浜通りは 9.9 人、会津は 7.7 人。明らかに放射
線の高い地域順に甲状腺がんが出ている数字を
発表している。なのにさきほどのＵＮＳＣＡＲ
Ｅの主張をもって、この値は偶然なんだと結論
付けているわけです。
■診療所の取り組みと今後について
　診療所ではこの 6年間、約 3000 人ぐらい
に甲状腺の検査と、放射能被害を含めた健康相
談をやってきました。開設当初は仮設住宅での
戸別訪問や健康相談もやっていました。除染労
働者、原発労働者の検診。あと県内外の避難者、
被災者の支援。あとは全国や韓国でも講演活動
をやっています。この数年間は「帰還と被曝の
強制反対署名」を呼びかけ 7万筆弱ぐらい集
まって、今年の 7月 4日にも県に提出して交
渉もやってきました。あと県内外で無料の甲状
腺エコー検査。ともに歩む会は半年ぐらい前か
ら、そういうのを作ろうという話がでまして、
患者さん、保養に来られているお母さんたち、
避難されてて戻ってきた人たち、いろんなかた
と話をして 6月 28日にできました。
　まとめとして、原発事故をなかったことにし
ようとする攻撃に対して、被曝による健康被害
をちゃんと告発して事故の収束はまだはじまっ
たばかりなんだという声を上げていきましょ
う。国と東電に全責任を取らせる。避難者とつ
ながって避難者を守る運動が必要です。「被曝
と帰還の強制反対署名」とともに、常磐線の再
開だとか、学校再開、労働者への被曝の強制、
高線量地区への帰還の強制をやめさせようとい
うことです。東京オリンピックは福島原発事故
が終わったという宣言に他ならないので、やめ
させましょう。原発というのは地上に置かれた
核兵器です。「核兵器廃絶、全原発廃炉」この
ことをやっていきたい。

布施幸彦（ふくしま共同診療所
　　　　　　　　　　　　院長）

８月５日、広島で行われた避難・保養・医療交流会で
の報告を要約して紹介します。



3

照沼靖功（動労水戸）

常磐線全線開通・被曝の強制をゆるさない！

９・２２水戸集会への全国結集を
　このかんＪＲ東日本会社
では、会社に協力してきた
ような労働組合さえ許さな
いという流れのなかで、労
働者に対する攻撃がすごく
激化しています。

●線量の管理もしないＪＲ東日本
　そのなかで来年３月までに常磐線を全線開通
させると会社は言っています。福島第一原発か
ら３キロほどのところに列車を通す。そこに運
転士が乗務する。そこを走った車両をわれわれ
メンテナンス労働者がメンテナンスする。こん
な被曝労働の強制が許されていいのでしょう
か？
　そしていまもなお常磐線全線開通に向けて、
現場で多くの労働者が働いています。でも会社
は線量の管理もしない。なにもしない。挙句の
果てには除染した場所を走るから、車両に放射
性物質はまったく付着しないとめちゃくちゃな
ことを言っています。だからそんな車両の放射
線量を検査する必要はまったくないんだと言っ
ています。
●どうすべきか現場での議論が始まっている
　現場からは、本当にこんな車両を安全に検査
できるのか、そういう声も多く上がっています。
実際線路内は除染されているかもしれません
が、線路から少しでも外に出たら、とても高い
線量の場所があります。そして避難計画もまっ
たく明らかにされていない。そのうえ列車本数
も全く決まっていない。そういうなかで我々労
働者は働かされようとしています。絶対にこん
なことは許せません。そしていま９月 22日の
水戸集会に向かって、組合内でもすごく討論が
進んでいます。実際にはそこが全線開通になれ
ばいわきや原ノ町といった運転士が乗務する区
所ですが、そこの乗務員が運転することになり

ます。だからこそ、そういう現場から声があがっ
た時にやっぱり大きくこの情勢が変わると思い
ます。ただ組合の中では、現場からまだ声が上
がってないのに動労水戸が先頭切って集会をや
る必要があるのかなという意見も出ています。
●現場の葛藤を無視する会社を許さない
　私が務めている勝田車両センターというとこ
ろは、常磐線の車両すべてを検査する、常磐線
のメンテナンスの中枢なんです。ですからそう
いうところに汚染した車両が入ってくるとき
に、本当に安全なのか、本当に安心して検査が
できるのかということと、同時に線量は高くて
も、メンテナンスのプロとしてはちゃんとした
車両を出したい。事故が起きて、乗客に迷惑は
かけられない。だからこそ、しっかりメンテナ
ンスをしたいという思いがあります。でも、そ
ういった現場の労働者の声もまったく聞かず
に、会社はとことんやろうとしている。ですか
ら我々は断固としてこの攻撃と対決していきた
いと思います。
●東海第二再稼働とも対決する水戸での集会
　そして 9月 22 日、水戸で集会をやります。
なぜこれまでのいわきではなくて水戸でやるの
かというと、東海第二原発の再稼働という問題
も大きくあります。常磐線全線開通と、東海第
二原発の再稼働阻止、これを一体のものとして
闘っていきたいと思っています。
　やはり現場の労働者が、特にこの集会の軸に
なります。動労水戸の組合員が多くこの集会を
一緒につくる立場として立ち上がる。そして少
しでも現場の労働者を組織して、この集会に挑
むことが求められていると思います。
　ですから残り一か月半、組合の中でも徹底し
て討論します。そして全国からも９・２２の集
会に多くの方が結集していただくことをお願い
して、私のアピールとしたいと思います。

８月５日、広島で行われた反戦反核国際連帯集会での発言を紹介します。
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11・3労働者集会ー改憲阻止１万人行進に向け訴えます

　安倍政権が戦後初めて「改憲の是
非を問う」と参院選挙をやりました。
安倍は「審判は下った」と秋の臨時
国会に臨もうとしている。
　今回の日韓関係の問題も改憲を
やるために意図的に仕組んだものです。日本政
府は侵略戦争に負けたのにもかかわらず、戦後
の賠償の決着をつけないまま 70数年間来てし
まった。これを押さえつけないと体制として生
きていけない。
　日本のマスコミは安倍政権に攻撃され、日韓
条約の不当性すらニュースで禁句にされてい
る。しかし 1965 年、日本の労働者は「（日韓
条約は）もう一度日本がアジアに侵略していく
出発点だ」と反対して闘ったんです。
　韓国もフランスも香港も若者が一斉に立ち上
がって政治的な自由、貧困からの解放、人間が
生きていく条件を求めて闘っている。日本だけ
異常です。国鉄分割・民営化以降の労働運動の
解体状況が生み出したこの状況ををひっくり返
す歴史選択に立っているんだと思います。
●戦後の基本的権利を覆す　「働き方改革」
　「働き方改革」の狙いの一つは「正社員改革」、
正社員が保護されていることを粉砕する。二つ
めは正社員の解雇自由化。労働契約法「5年ルー
ル」で 5年未満の大量解雇とともに、無期雇
用という形の名ばかり正社員が世の中に満ち溢
れている。三つめが就業規則改正法理の明確化。
正社員の非正規化、解雇の自由化はすべて就業
規則の抜本改悪をともないます。
　JR では鉄道業務をすべて外注化し、運転士
職を廃止することで正社員改革をやろうとして
いる。これと一体で労働組合を全部つぶして「社
友会」を作ろうとしています。どんな労使協定
だろうが就業規則改悪だろうが、その社員代表
と結べばいいんだと。労働組合がない社会をつ
くっていくと。JR で突破した時に、これがモ

デルとなって社会全体をおおっていく。日教組
の無い学校、自治労の無い自治体職場になる。
●関生支部への大弾圧打ち砕こう
　運輸連帯労組・関西地区生コン支部への弾圧
は、すでに逮捕された仲間は 80名、家宅捜索
は 200 カ所に上ります。大阪から始まって滋
賀、京都、和歌山まで拡大しています。しかし
逮捕の理由とされている「罪」なるものは正当
な労働組合活動なんです。要求は「強要」にな
り、抗議行動は「恐喝」になり、ストライキは
「威力業務妨害」になっている。これを許したら、
戦争が現実化していく事を含めて絶対に許して
はいけない。
　関生弾圧とＪＲの２つの攻防が労働者全体の
最先端だと思います。現代の産業報国会化、改
憲攻撃として進んでいる。
●今年の 11月集会の課題
　①関西生コン支部への大弾圧、ＪＲにおける
労組破壊攻撃を前面に立てて、その闘いのもと
に広範な結集を実現する集会です。
　②今秋臨時国会での改憲発議を絶対に阻止す
ること。そして働き方改革を粉砕し、非正規職
だけの社会を絶対に作らせない。
　③広島教職員 100 人声明運動を支え共に闘
う全国運動を組織する。
　④反原発闘争、被曝労働拒否闘争の飛躍をか
けて、９・22 の常磐線全線開通阻止闘争を全
力で組織しよう。ＪＲは全線開通の業務を全部
原ノ町運輸区にやらせる攻撃に出てきました。
水戸から 180 キロあるところに 40 名の配転。
これ自身が徹底的な労組破壊攻撃です。
　⑤日韓労働者の国際連帯が決定的意味を持つ
ようになると思います。
　原則的であることと大衆的であること、どち
らもあいまいにしない。自分自身をここに立た
せて、回答は全て現場にあると確信をもって組
織化を進めたいと思います。

田中康宏（動労千葉委員長）
８月 3日、東京都内で行われた 11 月集会実行委員
会での田中委員長の発言を要約して紹介します。
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　７月２１日の福島県の渡辺瑞也医師の講演会
に司会として参加しました。
　渡辺医師は、ご自身の経験から反原発・反核
の思いを強くされたそうです。友人・知人の急
死やガン発症の多さ、ご自身も結腸ガンを患っ
ておられる。政府や県が県民に寄り添った医学
的調査や診療を行おうとせず、小児甲状腺ガン
及び疑いさえも放射能との因果関係を認めよう
としない中で、原発事故後の放射能被害・賠償
問題について告発し続けておられます。
　国際的な核大国の包囲網の中に私たちは生き
ている。国連の常任理事国は核大国であり、そ
の下に IAEA及びWHOがあること。国際連帯の
闘いへと視野が広がる思いがした。チェルノブ
イリよりも避難の基準も賠償も緩く、被災者が
軽んじられているのは、チェルノブイリの「教
訓」を核大国が実践しているのだろうか。賠償
問題についてもとても具体的に提言しておられ
た。特に被害者の権利を明記することだ。原発
再稼働・国際的な核開発競争の中にあって、日
本政府はうそで塗り固め、反原発・反核の闘い
を圧殺しようとしている。福島に偽りの世界を
強制しようとしている。しかし「人間は虚言を
弄するが、自然は真実を語る」との渡辺医師の
言葉通り、必ずその策謀は破綻するし、そうし
なければならないと思う。福島にはマグマが宿っ
ている。それは必ず吹き出す。原発事故後の福
島県民の経験はおおきな怒りと確信に成長しつ
つあると思う。私たちももっと声をあげていこう。
本土の１％にも満たない沖縄に７０％もの米軍
基地があることは今では誰もが知っている。そ
れは１９９５年の県民大会が転機だったと思う。
福島の小児甲状腺ガン問題はまだまだ知らない
人も多い。この健康被害と放射能との因果関係
を誰もが否定できないくらいはっきりさせ、被
害者の名誉を守っていかなければならないと思
う。そのとき大きな怒りが吹き出すのではない
だろうか。

東京保養のカンパの訴え
NAZEN 東京保養プロジェクト　スタッフＡ

　今年 8月に行われる夏の保養へのカンパを
皆さんに呼び掛けたいと思います。ＮＡＺＥＮ
東京は北富士で保養をしてきましたが、今年か
ら新たな挑戦として、東京での保養を行います。
東京の仲間の参加の敷居を下げるためです。
　私は去年はじめて保養に参加しました。子ど
もたちが川遊びで物凄く楽しんでいて、終わり
のころはまだ遊びたいと泣いちゃう子もいまし
た。福島のお父さんがさみしそうな顔で「福島
でも水遊びする場所はもちろんいっぱいあるけ
ど、昔のように遊ばせることはできない」って。
その時に当たり前の夏休みをもう過ごすことが
できないんだなと、あらためて実感しました。
夕食後の交流会で、福島のお父さんお母さんた
ちは、「放射能の話を福島で言えない」「保養に
行ってくるねって気軽に言えない」と時には涙
声になりながら、生まれ育った福島への思いを
私たちに語ってくれました。
　北富士での保養はなによりも福島の子供たち
を放射能から守ること。福島の父さん、お母さ
ん、子どもたちとの交流がどれだけ大切なのか
を私たちに教えてくれました。今年からの挑戦
で、まる一日では参加できないけど、この時間
ご飯を作るのは手伝えるよとか、子どもと遊べ
るよとか東京の多くの仲間たちが参加できるの
ではと思います。最後に、東京でやることで費
用も大きく抑えることができました。しかしま
だ 20万円必要です。カンパ箱が壊れるぐらい
のご協力を、ぜひよろしくお願いします。

７・２１反核集会に参加して
労組交流センター東京女性部　樫村美恵子

７・２１東京反核集会　「福島の医師と考える原発と核」　を開催 NAZEN東京

集会の最後にNAZEN 事務局から
秋の闘いへ向け行動提起
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首都のど真ん中で
「東海第二とめよう」の大コール
　8月 3日、「とめよう！東海第二首都圏連絡
会」の呼びかけによる「とめよう！東海第二原
発８・３新宿夜デモ」が闘われました。この日
は土曜日の夕方とあって、会場のアルタ前とそ
の周辺はものすごい人出。大観衆に囲まれての
デモ敢行となりました。
　最初に主催者から趣旨が述べられ、茨城の住
民から「９自治体のうち４自治体は再稼働に反
対の決議を上げている。世論調査でも住民の７
割が再稼働に反対」と報告され、鹿児島の川内
原発に反対している市民からも「東海第二の再
稼働が行われれば全国にある 40年越えの老朽
原発再稼働の引き金になる」と訴えられました。
　「許すな！東海第二原発再稼働」のＮＡＺＥ
Ｎの大横断幕もひときわ注目を浴び、何人もが
カメラのシャッターを切っていきました。
●沿道と一体で再稼働阻止叫ぶ
　250 人が結集し、いよいよデモ出発です。Ｎ
ＡＺＥＮはデモ隊の後ろに陣取りました。鉢巻、
はかま姿の青年が元気にコール。「東海第二再
稼働反対！」「子どもを守れ！大人も守れ！」「原

発作業員を使い捨てるな！」「被曝労働やめさ
せろ！」「住宅支援打ち切るな！」「原電支援の
金があるなら被災者補償を先にやれ！」。コー
ルに私たちの思いが重なった。沿道から見てい
る若者たち。外国人グループは太鼓の音に合わ
せて笑顔で身体を動かしている。コールに合わ
せてこぶしを突き上げる人たち。デモ隊と沿道
が一体となった。

　これほどの人たちに囲まれてのデモは初め
て。すばらしい。テンションが上がる。東京の
中心中の中心で東海第二を訴えての行動は初め
てだと思います。
●福島と連帯して戦争への動きを許さない
　私たちは東海第二は東京に住む私たちの課題
ではないか。福島と連帯するとは、東海第二を
止めることではないのかと議論を重ねてきまし
た。昨年 9月に初めて現地調査を行い、今年
６月に二度目の現地調査にも取り組みました。
　東海第二の問題は様々ありますが、最大の問
題は東海第二に隣接して高濃度の放射性廃液が
貯蔵されている再処理施設があることなど世界
的に見ても危険な核施設だということです。再
処理施設には津波対策の防潮堤などもありませ
ん。いったん事故が起きれば首都圏 100 万人
を巻き込む大核惨事となります。
　トランプに象徴される自国第一主義を掲げる
政権が台頭し、排外主義があおられ、世界中で
戦争的状況が強まるばかりです。米ロは核条約
の一部破棄を宣言しました。それは小型核の開
発と配備を意味します。軍事大国化、戦争体制
づくりに突進する安倍政権は戦争犯罪を告発し
てやまない徴用工問題、慰安婦問題を宗主国然
として居直り、貿易戦争の形をとって再び三度
の朝鮮侵略戦争の道に火をつけました。
　原発を絶対やめないのは核武装のためです。
世界戦争情勢の高まりの中で他国に遅れてはな
らじと安倍は原発再稼働、新規建設にやっきで
す。東海第二をめぐる闘いは正念場です。８・
３新宿デモの大成功を受け、この闘いをもっと
もっと首都圏、全国の労働者民衆のなかに広げ
ていきましょう。
　９・２２水戸現地集会に大勢で参加しましょ
う。11 月 3 日の労働者全国集会をばねに 11
月 16 日の水戸 1000 人集会を連続的に闘って
いきましょう！

櫛渕秀人（ＮＡＺＥＮいけぶくろ）



7

原発トピックス（2019 年 7月 11 日～ 8月 10 日）

◆規制委員長「しかるべき対処」

　７月１７日、原子力規制委員会の更田
委員長は、東京電力が東海第二原発の再
稼働に必要な資金支援を行わない場合、
「しかるべき対処が必要になる」と述べ
た。東電は昨年４月、日本原電への巨額
資金支援を決め、再稼働審査での合格を
支えた。しかし、７月１６日になって原
電を支援しない可能性もあるとの見解を
初めて示した。（７月１７日　テレ朝）

◆甲状腺がん１８人が集計漏れか
　福島県の県民健康調査に関し、ＮＰＯ
法人「３・１１甲状腺がん子ども基金」
は２４日、甲状腺がんやその疑いがある
との集計結果から少なくとも１８人が漏
れていると発表した。福島県外の医療機
関で見つかった人などが漏れているとい
う。県民健康調査以外でがんと診断され
た事故当時１１～１７歳の１６人と４歳
の２人。（７月２５日　東京）

◆ＩＣＲＰ防護基準、年１０ミリに
　国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）は
来春にも、原発事故後の放射線防護基準
を年間１㍉シーベルトから１０㍉シーベ
ルトに見直す方針であることが分かっ
た。従来は事故後緊急時は１００～２０
㍉、回復期２０～１㍉としていたが、緊
急時１００㍉、回復時１０㍉に緩和する。
来春に開催される主委員会で決定する。
（７月２５日　アワープラネット TV）

◆柏崎刈羽の再稼働に１兆円超
　東電が、再稼働を目指す柏崎刈羽原発
の安全対策費として約１兆１６９０億円
かかる、との新たな試算をまとめたこと
が分かった。従来の２倍近くに増えた。
特定重大事故等対処施設（テロ対策施設）
など新規制基準への対応費用が大きく増
えたことが要因。電気料金への上乗せに
よる、利用者の負担増加も懸念される。
（７月２６日　共同）

◆米軍が核使用の新指針

　米軍が先月、戦闘中の核兵器使用を想
定した新指針をまとめていたことが分
かった。米統合参謀本部は６月１１日付
けの内部文書「核作戦」を一度公開した
後、非公開とした。「核戦力は『力によ
る平和』という米国の国家目標に資する」
と指摘し、小型核開発を念頭に核使用の
効用を力説。核爆発後の放射線下の地上
戦にも言及した。（７月２９日　東京）

◆安倍首相、復興庁存続に前向き

　安倍首相は７月５日、自民・公明両党
東日本大震災復興加速化本部から、復興
施策の８次提言を受けた。提言は２１年
度以降も復興庁を現行のまま存続させる
のが柱で、首相は「復興庁の在り方につ
いて与党提言を踏まえ考えていく」と前
向きな姿勢を示した。２０年度末となっ
ている復興庁の延長期間など基本方針を
年内に決める。（８月６日　福島民友）
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◇◆◇　郵便局　振替口座　◇◆◇
口座番号　00120-8-763817
加入者名　ＮＡＺＥＮ
銀行口座からの振込の場合　〇一九店　0763817
※振り込みの際は、「年会費○人、○団体分」
「保養カンパ」などお書き下さい

　会費・カンパでＮＡＺＥＮの活動を支えてくだ
さい。会員には毎月ＮＡＺＥＮ通信を郵送しま
す。2019 年の年会費（１月～１２月）個人一口
2000 円、団体一口３０００円の納入をお願いし
ます。ＮＡＺＥＮ東京保養「東京で夏休み」への
カンパも同じ口座あてで募集しています。下記の
ＮＡＺＥＮの口座に内訳を記載して振り込みお願
いします。

◇◆◇　診療所基金はこちら　◇◆◇
　　福島診療所建設委員会の口座へ
★郵便振込口座　02200-8-126405

　　　福島診療所建設基金

★銀行口座

　福島銀行　本店（110）普通　1252841

　福島診療所建設基金　代表　渡辺　馨

★ＰａｙＰａｌでのお振り込み

　アカウント　　

　clinicfukushima@yahoo.co.jp

　渡辺馨（福島診療所建設委員会）
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■９・８舞鶴闘争
と　き　９月８日（日）午後２時～
ところ　東舞鶴駅南公園
主催　実行委員会
連絡先　京都府職労舞鶴支部
0773-63-6773

■さようなら原発全国集会
と　き　9月 16日（月）
ところ　東京・代々木公園
11:00 ～出店
12:30　開会
15:10 ～デモ

■高線量地帯に向かって列車を走らせるな！水戸集会
と　き　９月２２日（日）午後１時開会
ところ　水戸駿優教育会館８階ホール
（水戸市三の丸 1-1-42、ＪＲ水戸駅北口徒歩３分）
※集会後、デモ行進を予定

■大阪・９・２９反原発集会
と　き　９月２９日（日）午後２時
ところ　難波市民学習センター講堂
　　　　集会後デモ

■関西生コン支部弾圧粉砕！ 1047 名解雇撤回！
　改憲発議絶対許すな！非正規職だけの社会にするな
　１１・３全国労働者総決起集会
と　き　11月 3日（日）正午～
ところ　東京・日比谷野外音楽堂
よびかけ　全日本建設運輸連帯労組関西地区生コン支
部／全国金属機械労働組合港合同／国鉄千葉動力車労
働組合／国鉄分割・民営化に反対し、1047 名解雇撤
回闘争を支援する全国運動／改憲・戦争阻止！大行動
連絡先　043(222)7207（動労千葉）

●２０１９夏ＮＡＺＥＮ東京保養

　毎号お願いしていますが、
ＮＡＺＥＮ東京の夏の保養が
数日後に迫ってきました。

　みなさんのご協力
で 50 万ほど集まり
ましたが、あと１0

万円必要です。みなさんぜひＮＡＺＥ
Ｎの口座あ
てにカンパ
をお願いし
ます。

カンパのお願い


